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国
民
年
金
だ
よ
り
⑳

年
金
捜
保
貸
付

制
度
の
お
知
ら
せ

－＿旨年
金
福
祉
事
業
相
法
第
十
七
灸
荊
四

号
の
規
定
に
暴
き
、
厚
生
咋
金
保
険
等

の
年
金
受
給
権
者
に
対
し
、
そ
の
年
金

受
給
権
を
抑
保
と
し
て
、
小
口
の
触
贋

を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
手
付
の
相
手
方

厚
生
年
金
保
険
、
船
H
保
険
及
び
国

民
年
金
（
福
祉
年
金
を
除
く
）
の
年
金

せ
拾
椎
名
と
す
る
。

3
貸
付
金
の
利
率

持
付
金
の
刷
や
は
、
年
し
、
h
ハ
ー

セ
ン
ト
一
東
金
迷
川
部
芹
金
の
代
入
利

や
と
同
率
一
と
す
る
。

4
貸
付
の
実
施

貸
付
の
失
地
は
、
別
お
の
は
分
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

5
手
付
金
の
限
度
積

貸
付
金
の
柚
は
次
の
と
お
り
と
し

篤
付
金
の
企
緬
に
つ
い
て
偶
還
さ
れ
る

ま
で
の
問
に
お
け
る
迫
加
持
付
は
付
わ

な
い
も
の
と
す
る
。

川
年
女
支
給
翫
【
り
生
年
企
情
余
及

び
厚
生
年
金
伏
金
洩
人
目
会
か
ら
支
給

き
れ
る
紬
を
除
く
一
の
▲
隼
†
糾
う

軌
以
内
の
納
と
し
、
七
〇
ガ
H
を
最

高
限
度
と
す
る
。

闇
持
－
付
金
の
加
は
十
万
円
以
上
と
し

↓
万
円
隼
化
と
す
る
。

6
償
遭
方
法

打
保
に
伏
さ
れ
た
年
金
給
付
金
を
も

っ
て
弁
滴
に
充
当
す
る
。
弁
済
の
充
当

順
序
は
遅
延
m
l
常
日
金
、
制
止
几
金
の
順

と
す
る
。

7
担
保
打
保
は
、
年
金
給
付
の
せ
給
件
【
厚

生
年
金
基
金
及
び
厚
生
隼
免
状
金
運
人
目

台
か
ら
受
け
る
権
利
を
除
く
一
と
す
る
し

8
保
旺
人

保
㌦
人
は
、
通
常
保
止
人
を
一
人
以

上
た
く
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

9
典
雅
実
施
態
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
餌
用
心
某
川
か
山
中
担
付
に
某
相
の

本
業
務
黒
地
に
あ
た
っ
て
は
、
年
金
　
部
を
委
託
し
て
黒
地
す
る
L
S
L
一
す
る
　
　
3
提
出
先
　
町
役
■
厚
生
課

身
体
障
害
手
帳
に
つ
い
て

ー音義
骨
休
障
宜
＝
f
帆
と
は
、
身
作
に
障

H
の
あ
る
ん
が
、
身
体
障
里
‥
苫
福
祉

法
に
定
め
る
障
宜
‥
に
該
当
す
る
と
〝
L
－

め
・
り
れ
た
場
八
日
に
、
本
人
の
小
．
州
に

も
と
つ
い
て
交
付
さ
れ
る
も
の
て
す
‖

そ
し
て
こ
の
法
律
に
定
め
る
各
輔
の

更
生
接
遇
の
措
置
を
せ
け
る
た
め
の

前
化
と
な
る
も
の
て
す
く

2
手
機
交
付
中
州
手
続

川
身
体
障
H
r
帖
夏
日
申
．
墨
＝

闇
指
定
医
輌
－
に
‖
け
の
診
断
吾

川
り
貢
n
た
て
ー
川
・
よ
こ
1
川
′

仙
川
の
用
紙
は
、
㍑
場
裏
日
に
あ
り

ま
す
リ

各
種
の
禰
祉
播
t

…
り
牛
匪
沼
の
給
H

u
紬
某
日
ハ
の
拾
〓

川
‖
・
宜
牛
溝
日
日
八
の
拾
日
、
1
7
リ
▲

重
度
▼

刷
日
蝕
逆
目
及
び
ハ
乙
逆
目
の
川
引

閤
所
得
税
の
規
梢
控
除

㈱
中
里
は
‖
通
販
用
川
輪
日
動
車
の
物

日
…
悦
免
税

m
そ
の
他

こ
の
ほ
と
、
一
日
兼
手
数
料
入
り
が
改
正
さ
れ
、
上

月
．
臼
か
ら
一
日
籍
の
牌
、
抄
本
の
下
敷
料
は
、
枚

数
に
関
係
な
く
．
適
に
つ
き
．
一
∩
）
0
円
に
な
り
ま

す
。
改
J
さ
れ
る
手
数
料
の
お
も
な
も
の
は
、
碓

記
の
と
お
り
で
す
。

戸
籍
の
牌
、
抄
本
等
を
郵
便
で
1
州
課
さ
れ
る
と

き
は
、
必
ず
現
金
乃
留
か
、
郵
他
局
の
左
裾
小
わ

持
で
f
数
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
定
柚

小
的
伴
は
行
目
㍍
i
l
位
の
送
金
に
仲
利
て
、
千
川
山

卜
の
送
金
の
場
合
料
金
は
わ
ず
か
十
日
て
す
か
ら

f
軽
に
利
用
て
き
ま
す
。
な
お
、
郵
他
切
r
て
手

数
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
て
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
“
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：示洩ム⊥戸を少IL七も嶺南

公園，道路，教育環境，下水道，公営住宅瘍

款 �本年度予算額 �前年度子辣翫 �比　　　　較 �本　年　度　予　算　紙の　財　源　内　訳 特　定　柑　源 ���一般財源 

国県支出金 �地　方　慨 �そ　の　他 

1　議　会　！I �　T・Iq 41，7（15 �　十lH 39，266 �千・l¶ 2，439 �千円 �T・11 �－rl月 �　千l月 41，705 

2　総　務　珊 �227，378 �198，043 �29．335 �5．203 �1 �2，016 �220，158 

3　比　生　母 �216．342 �188．354 �27，988 �121，009 �1 �8．230 �87．102 

4　柵　生　管 �82，840 �125，194 �△　42，354 �540 �0 �17 �82．283 

5　労　働　曙 �13，181 �12，333 �848 �6，255 �0 �1　　0 �6．926 

6　農林水産整骨 �28．234 �29，664 �△　1，43t） �2，732 �n �18 �25，484 

7　商　T：焚 �7，988 �9，996 �△　　2．008 �l） �0 �0 �7，988 

8　土　木　冊 � �518．301 �△194，730 �159，855 �49，000 �15．954 �98．762 

9　消　防　珊 � �56，177 �△　　3，944 �1 �0 �3 �52，229 

ln　教　育　冊 � � �102，164 �171，023 �52，6（10 �2，805 �312，470 

11　災書復旧珊 �4 �4 �0 �0 �0 �0 �4 

12　公　伏　珊 �36，410 �26，109 �ln．301 �0 �0 �1，657 �34，753 

13　諸支出金 �2 �り �0 �0 �0 �1 �l 

14　干　場　珊 �24，635 �41．439 �16．804 �0 �0 �り �24，635 

歳　出　合計 �1，593，421 � �88．195 �466，618 �101，602 �30，701 �994，500 

占
∬
町
姓
は
、
三
月
十
二
日
、
型
二
八
回
嘉
手
納
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て

「
昭
和
五
十
一
年
度
予
等
編
成
方
針
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
町
良
は
「
不
況
ム
ー
ド
に
よ
る
財
政
の
落
ち
込
み
に
備
え
て
、
役

場
機
構
内
に
お
け
る
頗
絶
や
は
必
要
且
つ
緊
急
な
も
の
を
除
き
縮
少
削
減
し
、

不
況
ム
ー
ド
を
少
し
で
も
緩
和
し
て
、
町
民
に
夢
を
も
た
せ
る
慈
味
で
可
能
な

限
り
車
重
寸
は
拡
大
す
る
」
と
い
う
考
え
で
予
算
編
成
に
当
っ
た
と
述
べ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
0
町
制
施
行
に
よ
る
町
民
と
し
て
の
n
覚
を
訴
え
、
更
に
0
町

内
の
交
通
事
柄
の
横
和
、
0
下
水
道
の
普
及
韻
伝
、
0
町
民
救
い
の
嶋
と
し
て

の
屋
外
運
勤
場
を
中
心
と
し
た
野
外
レ
ク
レ
ー
シ
云
ン
地
域
の
造
成
、
0
公
開

計
画
、
焼
却
炉
の
用
地
確
保
と
社
旗
、
0
教
育
環
境
の
整
備
等
に
ふ
れ
、
基
地

間
也
に
つ
い
て
は
強
い
姿
勢
で
当
る
と
述
べ
た
。

昭
和
五
十
一
年
度
予
算
編
成
方
針

嘉
手
納
町
長

昭
和
五
十
一
年
度
の
子
鰹
案
を
提
出

す
る
に
当
り
、
そ
の
細
成
方
針
に
対
す

る
私
の
基
本
的
キ
え
万
を
巾
し
上
げ
、

併
せ
て
主
だ
っ
た
突
施
項
目
の
概
要
に

つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
町
長
と
し
て
の
任
期
も
余
す
と

こ
ろ
あ
と
六
か
H
有
余
と
な
っ
て
お
り
、

来
る
九
月
五
日
を
以
っ
て
瞞
了
す
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
五
十
一
年
度
の
子
詳

細
成
方
針
に
放
し
ま
し
て
も
、
こ
の
間

の
見
通
し
を
樹
て
、
瑞
識
的
に
は
前
年

度
か
ら
の
継
続
事
業
冊
や
、
農
務
的
絶

賛
を
主
体
に
し
て
細
成
し
、
新
規
謳
業

に
つ
い
て
は
、
在
任
中
に
確
矢
に
施
行

で
き
る
も
の
の
み
を
対
象
に
し
て
、
極

古
　
謝
　
得
　
善

力
、
新
規
事
業
を
押
え
る
形
ち
で
編
成

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
過
去
十
数
年
に
T
I
L
つ

て
続
い
て
き
た
我
が
国
の
調
度
経
済
成

長
が
破
た
ん
を
き
た
し
、
安
定
成
掟
へ

の
亜
大
な
転
換
期
に
遭
遇
し
、
回
、
地

方
共
に
財
政
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る

現
況
で
あ
る
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り

で
あ
り
ま
し
て
、
し
か
も
、
こ
れ
は
、

国
や
地
方
公
共
悶
体
の
み
な
ら
ず
、
民

間
企
業
に
お
い
て
も
、
事
業
の
縮
小
や

倒
産
な
ど
相
つ
ぎ
、
特
に
沖
縄
に
お
い

て
は
海
洋
博
以
後
、
社
会
全
体
的
に
不

況
ム
ー
ド
に
よ
る
不
安
を
か
も
し
出
し

て
い
る
こ
と
は
何
人
も
舘
定
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
第
一
次
二
次
確
業

に
姐
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
殆
ん
と
が

琴
二
次
産
業
に
た
よ
っ
て
い
る
現
状
か

ら
推
測
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
ら
不
況

の
波
を
避
け
て
過
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
五
十
一
年
度
の
予
帯
編

成
に
当
り
ま
し
て
は
、

「
財
政
の
落
ち
込
み
等
に
よ
る
影
℡
に

備
え
て
、
役
場
機
構
内
に
お
け
る
諸

経
費
は
、
必
要
且
つ
緊
急
な
も
の
を

隙
き
縮
小
削
減
す
る
。

■
1
、
不
況
ム
ー
ド
を
少
し
で
も
緩
和
し
、

町
民
に
夢
を
も
た
せ
る
意
味
で
可
能

な
限
り
衝
巣
費
は
拡
大
す
る
。

以
上
の
二
点
を
掩
え
て
編
成
に
当
っ
た

為
め
、
本
来
骨
格
予
算
を
提
出
す
べ
き

も
の
が
、
職
H
の
給
与
関
係
や
、
腹
域

焼
却
炉
の
建
設
中
を
除
き
、
殆
ん
ど
一

年
分
の
事
業
費
を
計
上
し
た
形
ち
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
去
る
一
月
一
日
を
期
し
て
当

茄
手
柄
町
も
村
制
か
ら
町
制
へ
と
移
行

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
意
義
の
い

つ
と
し
て
私
は
町
尺
の
自
党
に
つ
い
て

訴
え
て
参
り
ま
し
た
。
寓
処
し
た
町
の

中
に
住
ん
で
い
る
お
互
い
は
直
接
間
接

を
問
わ
ず
、
他
の
町
比
に
迷
惑
を
か
け

て
は
い
け
な
い
と
い
う
日
党
で
あ
り
ま

す
。
一
平
方
粁
当
り
約
七
千
人
近
い
人

口
過
密
を
有
し
、
立
錐
の
余
地
も
な
い

軒
並
み
と
狭
小
な
道
路
、
更
に
そ
れ
に

わ
を
か
け
た
形
ち
の
晋
空
別
中
等
、
当

町
の
混
雑
さ
は
筆
舌
に
八
、
し
轍
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
混
雑
し
た
中
で
H

R
火
災
瑚
‥
や
緊
急
事
悪
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
行
動
が

取
れ
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

又
伝
染
病
な
ど
が
ま
ん
延
す
れ
ば
、
こ

れ
が
防
圧
に
は
長
期
を
要
す
る
こ
と
も

ヰ
え
ら
れ
、
町
民
竹
さ
ん
へ
の
川
失
等

英
人
に
な
る
こ
と
は
必
映
…
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
は
、
町
道
を
恵
に
町
民

の
手
に
取
り
も
ど
す
運
動
を
展
開
し
て

菅
空
駐
車
の
一
掃
を
図
り
、
緊
急
事
態

の
先
生
に
備
え
る
と
共
に
、
町
内
交
通

事
柄
の
揺
和
に
努
力
し
て
い
く
決
意
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
他
生
の
而
か

ら
も
、
狭
い
路
地
の
測
漢
に
た
れ
流
し

て
い
る
生
活
排
水
や
汚
水
に
し
て
も
、

町
艮
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
得
て
、
下
水

道
使
用
の
普
及
｛
日
伝
に
努
め
、
可
及
的

速
や
か
に
環
境
浄
化
が
出
来
る
よ
う
運

動
を
鹿
関
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
狭
く
混
雑
し
た
当
町
は
、
莱
叩
底

地
か
ら
の
憶
＃
公
害
や
、
航
空
騰
関
係

油
脂
の
流
出
事
作
等
と
も
重
な
っ
て
、

誠
に
殺
伐
と
し
た
環
嶋
で
あ
り
、
町
艮

皆
さ
ん
の
心
の
安
ま
る
日
も
な
い
位
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に

対
応
で
き
る
町
民
想
い
の
場
が
皆
無
の

状
態
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
を
初

年
度
と
し
て
、
兼
久
海
岸
の
埋
立
地
内

◎
土
木
暮

▲
道
路
維
持
什
七
五
〇
方
円
〈
漁
港

通
り
排
水
溝
艦
か
け
、
道
路
一
部
改

良
舗
装
）

▲
道
路
新
設
改
良
如
七
、
．
一
〇
〇
万

円
（
町
道
改
良
設
計
委
託
料
、
改
良

舗
装
、
町
迫
用
地
購
入
等
）

▲
街
路
髄
葉
蘭
三
、
八
六
九
万
円
（

水
釜
通
り
と
水
釜
通
り
か
ら
新
町
通

り
問
の
改
良
工
事
、
街
路
栖
樹
栽
工

事）

▲
公
間
数
二
、
四
二
六
万
円
　
（
公
閲

用
地
隋
入
）

▲
下
水
追
憶
偶
や
二
、
七
二
九
万
円

（
下
水
道
事
韮
特
別
会
計
枚
出
金
）

▲
住
宅
琴
望
竺
一
、
凶
九
四
万
円

（
公
菅
住
宅
椚
二
純
一
六
戸
、
用
地

収
得
や
）

◎
教
書
暮

▲
教
育
振
興
徴
＝
小
学
校
＝
一
、
二

七
〇
万
円
（
各
教
科
・
教
材
備
品
購

入
冊
、
就
学
奨
励
践
助
等
）

▲
学
校
建
設
壮
日
中
学
校
＝
七
、
一

一
三
万
円
（
斎
小
プ
ー
ル
建
設
、
両

小
屋
上
フ
ェ
ン
ス
張
り
、
教
相
聞
、

運
動
場
並
び
に
校
地
周
辺
筋
偏
等
）

▲
学
校
建
設
管
＝
中
学
校
＝
二
、
一

九
〇
万
円
（
中
庭
の
整
憫
及
び
動
植

物
飼
育
コ
ー
ナ
ー
、
体
育
館
床
鮎
替

え）▲
幼
稚
何
社
六
、
五
六
日
万
円
（
嘉

手
納
知
椎
佃
柵
架
、
昆
良
幼
稚
間
一

部
改
造
）

▲
体
育
施
設
骨
一
〇
、
一
八
六
万
円

（
局
外
運
動
場
廟
地
購
入
冊
）

㌧．11個戚l、

＝
ご
案
内
＝

弁
護
士
に
よ
る

．
交
通
事
故
″

撫
料
法
律
相
談

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、

麗
確
の
被
害
者
は
も
と
よ
り
、
豪
族
は
▲

日
も
早
く
全
快
を
折
る
一
方
、
治
頼
す
、

生
活
千
の
心
配
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
加
音
者
と
て
同
じ
こ
と
で
す
。

交
通
事
故
間
組
の
解
決
は
加
害
者
が
誠

意
を
示
し
．
被
害
者
も
法
外
な
要
求
を
し

な
い
で
円
満
な
示
談
が
成
立
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
示
談
尾

が
割
り
こ
ん
で
来
て
話
を
こ
じ
ら
せ
た
り
、

涙
金
程
度
で
か
た
づ
け
ら
れ
る
例
も
あ
り

ます。こ
の
よ
う
に
思
い
も
よ
ら
な
い
事
故
に

あ
っ
て
悶
惑
き
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

弁
護
士
会
は
「
日
弁
連
交
通
事
故
セ
ン
タ

ー
」
を
設
立
し
、
日
用
の
お
け
る
相
談
所

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
某
軽

に
ご
利
悶
く
だ
さ
い
。

※
相
謙
抑
当
者
は
専
門
官
で
あ
る
弁
凛
土

で
、
加
害
者
、
披
害
者
を
問
わ
ず
無
料

で
相
談
に
応
じ
、
秘
寓
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
相
談
の
具
体
例

◎
粗
害
の
講
求
金
額
に
つ
い
て
（
被
害

者
は
加
昔
者
に
い
く
ら
訪
求
で
き
る
か
）

◎
示
談
の
方
法
と
知
歳
（
示
談
の
愈
味
、

時
期
、
方
法
等
）

◎
用
薔
賠
情
念
の
誠
課
方
顔
〓
示
議
、

鋼
仲
、
訴
訟
（
裁
判
）
　
の
方
法
と
適
否

に
併
せ
て
、
鮫
良
の
請
求
方
法
一

◎
保
険
金
の
講
求
（
強
制
保
険
、
化
窓

保
険
の
鏑
求
下
総
）

◎
そ
の
他
交
通
事
故
に
関
す
る
↓
切
の

法
相
相
談

△
相
識
所
那
覇
地
方
級
判
所
コ
ザ
支
部
（
沖
縄

市
上
地
）
　
℡
七
－
六
七
三
九



義　人　慮　出　予　暮　軟　別　表

款 �����本年度予丼梢 ��前年度子炸祁 ���比　　　　鱒 

1．町　　　　　　　　　　税 �����2り7．リ7ホ　T－llI �� ���37∴雄冊　　千日 

3．地　　万　　山姥　Jj・　税 �����7，56 � �2．7・1こう ���tl．ホ21 

：1．1 �動 �車川雄和税吏什企 ���li．H4 �I � �Ji52 ��lH8 

・1・【； � � � � �12．り5 � �l �，25tI �� �，7鉦1 

5・袋 ��1匹　　　交　　　付 � � � � �2－1 �∴沼9 ��・l �），28n 

li．地　／J　交　　付　税 ����� ��⊥16 �．15ボ ��lごり ��i � 

7．．交通‘左仝対策†開け交付金 ����� ��1，731 ��� ��l‘ � 

H．分 ��日　金　及　び爪　印＿ �� �111 ��11 ��与 �リ 

tl． �iJ �料・及十び　手放 ��I �15，471 ��日，62 ��l �ボー15 

ll）． �●叫　支　出　金 ���� �� ���△　　　5 �．911 

11． �支　　出　　金 ���� �� ��� �，53ti 

12． �席　　　収　　　入 ���� �� ��� 

13．寄　　　　附　　　　食 �����1 ��l ���り 

日．繰　　　　入　　　　金・ �����11 ��・l ���0 

15． �越　　　　　魚 ����1 ��l ���り 

16．諸　　　　収　　　　　入 �����32．876 ��10，81）5 ��� 

17．町　　　　　　　　　　伯 ����� ��147．401 ��� 

故　　　人　　　合 ���� � �� ���△　　88，1リ5 

の
で
、
更
に
昭
和
五
十
‥
年
度
は
保

険
料
の
日
産
振
啓
制
度
を
採
用
し
て

徴
収
強
化
を
図
り
未
納
に
よ
る
年
金

権
の
喪
失
を
防
ぐ
た
め
努
力
を
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
土
と

沖
縄
の
年
金
法
の
施
行
の
ず
れ
が
九

年
間
あ
り
、
そ
の
間
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
当
時
の
保
険
料
の
額
で
特

例
追
納
（
昭
和
五
二
年
二
月
末
日
ま

で
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
特
例
追
納
を
す

る
と
し
な
い
と
で
は
せ
け
る
年
金
顔

に
大
き
な
ひ
ら
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
が
恩
恵
を

受
け
る
よ
う
一
〇
〇
％
徴
収
を
め
ざ

し
て
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
昭
和
五
十
一
年
度
事
業
と
留

意
す
べ
き
事
項
の
概
要
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
福
祉
関
係
事
業
を
努
め
町

蛇
生
活
に
蔽
結
す
る
事
項
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
度
同
様
本
年
度
も
特
に

配
慮
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
議
員
皆
様
方
の
御
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
弟
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
日

瑚
十
五
億
九
、
三
四
二
万
一
千
円

絹
　
　
前
年
度
比
約
一
億
の
減

昭
和
五
十
一
年
便
意
手
納
町
一
般
会
計
予
算
は
、
三
月
十
日
開
会
の
琴
二
卜

八
回
魂
手
納
町
定
例
濃
会
に
お
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
」
船
会
計
の
予
鞭
総
癌
は
、
ト
五
憶
九
、
三
四
∴
万
一
千
円
で
前
年
度
に
比

べ
約
一
倍
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
的
な
不
況
で
地
方
財
政

の
の
ぴ
も
鈍
化
の
傾
向
に
あ
っ
て
地
方
交
付
税
等
の
〓
鱒
財
源
の
収
入
見
込
み

を
極
力
お
さ
え
て
あ
る
た
め
で
す
。

そ
の
他
の
子
詳
関
係
で
は
、
水
道
事
薬
会
計
子
詳
一
億
五
、
川
七
一
万
三
千

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
芥
川
構
八
、
二
孟
万
五
千
円
、
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
一
膳
三
、
七
九
六
万
一
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
イ
算
の
歳
出
面
で
款
別
に
主
な
事
業
を
拾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
総
務
暮

▲
交
通
安
全
対
策
費
二
三
七
万
円
（

交
通
安
全
施
設
工
至
竺

▲
町
長
　
町
凛
会
膿
H
選
挙
珊
二
一
■

五
万
円
（
九
月
＼
H
】

▲
鵬
知
新
　
県
会
膿
目
送
叢
∵
U

三
方
由
∵
L
ハ
月
一

▲
衆
議
院
膿
H
選
挙
雄
∵
U
一
二
ガ
円

民
生
★

▲
身
彷
障
八
苦
餌
址
明
し
圧
〃
〓
一

町
内
巾
吐
け
休
樟
∴
ポ
へ
の
姐
卿
金

と
人
餌
址
冊
、
、
・
＼
I
J
J
．
】

t

′

　

／

．

一

・

．

．

′

　

‖

－

ノ

ヒ
人
ク
う
つ
紬
仙
企
、
老
人
作
項
扶

助
門
、
肌
色
兄
粧
五
庵

▲
比
重
Ⅲ
箭
朋
九
、
1
し
．
川
〃
H
r

波
川
肴
肥
軒
下
「
、
∬
由
川
石
化
申

▲
扶
仙
川
∵
∴
　
力
H
▲
給
正
目
囚

明
世
北
へ
の
物
苗
代
、
現
金
拾
‖
■

＝
術
生
★

▲
k
葉
柄
．
「
仙
雄
二
∴
ヘ
ル
‖
■
赤

勅
芳
心
差
入
に
委
J
扁
「
　
誹
．
「
防
接

種
写
■

▲
聴
‖
什
処
理
明
し
六
．
〃
‖
‥
五

収
供
処
理
を
正
村
■

▲
し
屈
処
理
昭
一
、
∴
困
り
〃
目

し
帰
結
来
処
理
「
由
卜
㍑
東
　
条
上

目
．
L
労
働
千

▲
　
般
失
業
対
策
小
葉
僧
、
■
川

圧
〃
諭
＝
∴
労
相
H
、
■
牧
子
牛
木
は
桁

余
写
■

…
よ
林
水
産
事
♯
★

▲
措
某
振
興
門
川
‥
■
，
へ
山
川
　
農
粍

日
．
‥
偶
人
紬
州
、
県
道
柚
的
け
り

▲
木
川
批
輿
照
　
∴
r
り
〓
　
水
川

恍
‖
ハ
欄
人
柚
助

川
■
ホ
エ
★

▲
商
－
根
興
膏
血
∵
∴
力
日
　
商
－

、
∴
H
U
h
リ

ノ
J
．
▼
日
日
〃

に
、
町
尺
の
局
外
運
動
雌
雄
諸
計
画
を

樹
立
し
．
そ
の
用
地
円
収
と
こ
れ
を
中

心
に
し
た
野
外
レ
ク
り
エ
ー
ン
ヨ
ン
地

域
の
造
成
に
努
め
る
と
典
に
引
続
き
、

帰
良
城
跡
公
冊
の
建
設
促
進
を
川
っ
て

い
く
所
付
で
あ
り
ま
す
。

尚
前
年
度
か
ら
．
米
叩
施
設
て
あ
る
、

久
用
地
城
の
■
部
解
放
と
塊
却
炉
の
址

化
l
L
止
に
鋭
意
労
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
か

こ
と
解
放
問
題
に
な
る
と
な
か
な
か
進

展
を
見
せ
ず
、
す
て
に
娩
却
炉
の
設
計

見
積
の
段
階
は
へ
て
お
り
ま
す
が
、
解

放
関
節
が
解
決
し
な
い
た
め
停
滞
し
て

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
こ
れ
も
日
米
間
の
大
方
の
詣
人
目
い
は

つ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
払
の
在
任
中

に
は
是
非
と
も
崩
し
て
き
る
作
肌
ま
で

運
び
た
い
所
石
て
あ
り
ま
す
。

放
作
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
．
す
で

に
状
本
的
校
舎
の
改
築
等
前
年
度
ま
で

に
殆
ん
ど
完
備
き
れ
て
参
り
ま
し
た
の

で
今
隼
度
か
ら
は
．
そ
の
附
潤
的
な
施

設
に
巾
点
を
箭
い
て
教
習
環
境
の
整
備

に
当
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
堪
他
聞
項
に
明
け
掠
れ
る
当
町

の
現
状
は
、
お
互
い
町
尺
の
希
求
す
る

と
こ
ろ
と
は
逆
に
、
他
基
地
か
ら
幣
理

縮
小
さ
れ
た
帆
電
機
や
施
設
が
、
蕗
手

納
埴
地
に
輿
的
統
合
強
化
さ
れ
た
形
ち

と
な
っ
て
現
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
、
ヘ
ト
ナ
ム
峨
争
当
時
や
日
本
復
帰

以
前
と
な
ん
ら
変
り
な
い
低
地
か
ら
の

披
朝
日
を
町
艮
伴
さ
ん
が
受
け
て
い
る
こ

と
は
誠
に
追
懐
で
あ
り
ま
す
。

特
に
昨
年
巨
．
月
の
ム
‖
風
避
難
に
吊
を

描
り
た
B
5
2
戦
略
爆
撃
機
の
再
．
．
の
飛

来
や
日
骨
の
身
を
つ
ん
ざ
く
傑
作
公
告

あ
る
い
は
池
叩
脱
藩
地
域
内
か
ら
の
ジ

エ
ノ
ト
燃
料
の
流
出
平
作
尊
．
お
互
い

町
民
の
心
肺
を
無
視
し
た
行
為
は
、
絶

対
に
証
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の

都
度
日
米
両
政
府
や
現
地
部
隊
に
強
い

胱
濾
と
そ
の
嘆
常
要
求
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
急
速
な
進
展
が
見
ら

れ
な
い
の
は
尖
に
残
念
で
あ
り
ま
す
が

こ
の
よ
う
な
逆
境
に
n
け
る
こ
と
な
く

私
は
在
化
中
よ
り
強
い
婁
勢
で
横
地
問

題
に
当
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
在
圧
期
問
中
に
お

け
る
私
の
行
政
に
対
す
る
基
本
的
考
え

ガ
と
黒
地
現
円
の
概
要
を
小
し
上
げ
、

以
下
特
に
前
年
度
と
比
較
し
て
棚
違
し

た
車
頂
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

財
源
の
落
込
み
が
な
い
よ
う
配
慮

一
般
行
政
費
の
極
力
抑
制
へ

昭
和
七
十
．
年
度
の
十
拝
細
成
に
へ

っ
て
特
に
留
意
し
た
こ
と
は
、
仝
川
的

な
不
況
の
な
か
で
、
財
政
状
況
は
擁
め

て
厳
し
く
、
地
〃
財
政
の
の
げ
も
鈍
化

の
傾
向
に
あ
り
茂
人
の
而
に
お
い
で
は

町
税
の
徴
収
や
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に

配
賭
し
．
そ
の
他
地
力
交
付
税
等
の
一

般
財
源
の
収
入
姐
込
み
は
撫
力
お
さ
え

財
源
の
落
込
み
が
な
い
よ
う
配
備
す
る

と
‖
へ
に
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
冗
冊
の

節
減
を
図
る
た
め
、
一
般
行
政
骨
を
械

わ
抑
別
し
て
．
般
公
I
I
へ
車
業
を
よ
り
巾

点
に
他
行
す
る
こ
と
を
埴
本
と
し
て
舶

収
に
当
り
ま
し
た
。

「
都
市
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

扶
促
な
面
梢
の
当
町
に
と
っ
て
急
速

に
た
か
ま
る
都
市
化
に
対
応
す
る
に

は
、
地
域
に
川
し
た
郁
両
計
画
車
業

を
強
力
に
州
進
す
る
必
要
が
あ
り
、

前
年
度
に
は
住
み
よ
い
地
域
作
り
を

目
指
し
て
用
途
地
域
の
化
目
上
ハ
厄
も
み
て

町
尺
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
の

下
で
地
規
作
り
が
始
っ
て
お
り
ま
す

両
都
市
施
設
と
し
て
の
事
業
も
年
々

継
続
し
て
施
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た

か
本
年
度
も
郡
市
施
設
璧
伯
事
饗
と

し
て
次
の
水
菜
を
執
行
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

…
下
水
壇
の
整
傷
事
♯

町
道
・
元
号
線
（
水
釜
通
り
〕
と
町

道
川
六
才
親
二
木
釜
通
り
か
ら
粁
街

通
り
周
）
の
雨
水
排
除
の
目
的
で
下

水
道
工
車
を
施
行
し
ま
す
。
こ
れ
と

佃
行
し
て
両
道
路
典
片
方
に
歩
道
を

化
膿
け
、
車
道
区
分
と
歩
道
区
分
を
明

確
に
し
て
交
通
の
安
全
確
保
を
囲
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
次
に
汚
水
排
除
の

下
水
道
工
≠
と
い
た
し
ま
し
て
は
最

良
地
域
‥
郡
の
住
居
地
癌
を
対
象
と

し
て
施
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
尚
昭

和
丘
十
・
．
隼
の
上
平
間
所
の
l
i
主
計
．
凋

在
甘
栗
と
し
て
兼
久
巾
跳
ポ
ン
プ
場

を
始
め
、
配
管
t
l
i
問
所
の
水
菜
代

を
計
卜
し
て
あ
り
ま
す
。

可
都
市
公
園
の
♯
投
と
緑
化
事
♯

緑
に
乏
し
い
即
を
緑
で
つ
・
み
地
域

環
境
の
幣
伯
を
促
進
し
て
住
み
よ
い

町
つ
く
り
を
目
標
に
し
て
、
前
隼
度
か

ら
郡
市
計
両
公
冊
の
地
区
公
l
現
と
し



て
位
置
づ
け
、
現
況
の
自
然
を
保
全

し
て
比
謝
川
と
そ
の
水
辺
を
結
び
つ

け
た
、
町
民
の
想
い
の
場
と
し
て
の
屋

良
城
址
会
同
の
建
設
計
画
も
本
年
度

で
二
年
次
を
迎
え
ま
し
た
が
、
先
づ
土

地
の
収
相
に
対
し
前
年
度
か
ら
国
樟

補
助
に
よ
り
事
紫
を
開
始
し
て
お
り
、

本
年
度
も
引
続
き
用
地
収
得
事
業
と

し
て
二
、
五
〇
〇
肘
の
私
有
地
を
買

上
げ
る
べ
く
予
算
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
本
格
的
な
公
同
比
設
事
史
の

実
施
目
途
に
つ
い
て
は
、
経
済
不
況

の
し
わ
よ
せ
に
よ
る
国
庫
補
助
の
関

係
か
ら
か
な
り
遅
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町
と
し
ま
し

て
は
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
公

聞
建
設
が
着
手
さ
れ
る
よ
う
関
係
当

局
に
要
諭
し
そ
の
実
現
を
期
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
次
に
緑
化
車
業
の

一
環
と
し
て
前
年
度
か
ら
水
釜
地
内

の
町
道
に
街
路
樹
を
柄
付
け
、
地
域

環
境
の
整
備
美
化
を
伺
っ
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
も
町
道
三
九
骨
組
と

四
六
骨
組
に
歩
道
工
事
が
施
行
さ
れ

ま
す
の
で
、
術
路
樹
を
納
付
け
て
少

し
で
も
緑
を
ふ
や
し
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

M
排
水
鮫
■
千
金
の
手
付
積
引
上
げ
に

つ
い
て

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
供
用
閲

始
が
告
示
に
な
り
ま
す
と
、
供
用
開
始
地

地
の
家
庭
は
六
か
月
以
内
に
排
水
設

備
を
設
正
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
工
事
骨
等
の
関
崎
も
あ
っ
て
、

こ
れ
が
守
ら
れ
て
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
、
現
行
の
貸
付
限
度
縦
で
は
少

な
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

本
年
度
に
お
い
て
排
水
設
備
資
金
の

貸
付
限
度
柳
を
現
行
の
十
五
万
円
か

ら
五
方
円
引
上
げ
て
二
卜
万
円
に
改

正
し
た
こ
と
と
、
些
消
期
間
も
現
行

の
二
十
四
ケ
月
を
四
十
ケ
月
に
延
長

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
措
置
に
よ
り

多
数
町
比
の
悌
さ
ん
が
利
用
し
て
い

た
だ
き
下
水
道
使
用
の
普
及
に
御
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
、
生
活
道
路
の
整
備
と
安
全
対
策

快
適
で
安
全
苛
ん
で
住
め
る
生
活
環

境
そ
れ
は
町
民
の
生
活
に
由
緒
す
る

生
活
道
路
の
埜
偶
に
ま
つ
と
こ
ろ
大

で
あ
り
ま
す
。
町
道
の
改
良
舗
装
工

事
に
つ
い
て
は
、
昭
和
凶
十
九
年
度

以
来
大
巾
に
性
情
き
れ
、
路
面
の
舗

装
率
も
九
一
％
と
高
い
舗
装
率
を
ホ

し
て
お
り
ま
す
。
残
る
九
％
の
未
舗

装
道
路
は
、
F
水
道
工
事
等
と
の
関

係
も
あ
っ
て
、
と
り
残
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
下
水
道
工
事
が
終
え
た

路
線
や
当
分
他
の
工
事
が
施
行
き
れ

る
見
込
み
の
な
い
路
線
に
つ
い
て
は

本
年
度
に
お
い
て
路
面
舗
装
を
施
し

璧
偶
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

次
に

力
町
空
八
六
号
■
嘉
手
納
漁
港
に
適

ず
る
道
路
）
　
の
安
全
対
策

該
道
路
に
治
っ
て
設
罰
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
排
水
溝
は
上
流
か
ら
の
水
星

が
大
き
い
た
め
、
降
雨
時
に
は
激
流

が
路
面
に
の
し
上
げ
、
路
面
と
排
水

溝
の
区
別
も
つ
か
な
い
よ
う
に
な
り

歩
行
者
や
車
両
の
通
行
に
も
支
障
を

き
た
し
危
険
な
状
態
に
あ
り
、
安
全

対
策
と
し
て
、
路
面
に
沿
っ
た
排
水

溝
に
芯
か
け
工
事
を
施
行
い
た
し
ま

す。
0
0
道
路
の
斬
鮫
改
よ
に
つ
い
て

町
道
十
一
号
線
の
改
良
髄
業
は
国
庫

補
助
を
柑
て
、
前
年
度
か
ら
道
路
用

地
の
円
上
げ
に
椚
手
し
て
お
り
、
既

に
前
年
度
は
三
八
〇
・
四
一
が
の
用

地
を
収
持
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

度
も
引
絞
き
七
二
八
・
九
七
扉
の
用

地
を
収
用
す
べ
く
子
節
を
計
上
し
て

あ
り
ま
す
。
該
退
路
の
建
設
予
定
に

つ
い
て
も
、
圃
場
補
肋
の
関
係
も
あ

っ
て
か
な
り
突
他
年
度
が
毘
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
に

丹
比
鴨
川
河
口
沿
い
の
遭
絡
新
性

感
手
鍋
漁
港
前
か
ら
水
釜
地
先
の
公

有
水
面
理
立
地
ま
で
、
河
川
に
拾
っ

た
道
路
耕
藷
に
つ
い
て
、
前
年
性
で

囲
岬
補
助
を
得
て
設
計
調
査
を
終
え
．

本
年
度
か
ら
工
巾
が
弟
下
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
該
道
路
は
比

謝
川
沿
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

相
当
の
難
工
車
が
．
†
仙
心
き
れ
、
丈
工

事
代
も
相
当
高
樋
に
な
る
こ
と
か
ら
、

里
年
度
で
の
完
成
は
田
城
血
肋
と
の

関
係
も
あ
っ
て
椎
か
し
く
、
数
年
に

互
る
離
れ
や
業
と
し
て
完
成
す
る
計

画
で
本
年
度
は
そ
の
初
午
度
と
し
て

工
小
冊
を
計
画
し
て
あ
り
圭
す
。

一
、
公
営
住
宅
の
建
設

旧
製
紙
工
場
跡
に
尻
良
用
地
を
造
成

し
、
前
年
度
に
お
い
て
那
‥
仲
公
常

住
宅
．
－
棟
へ
四
八
一
日
一
の
建
設
に
新

平
し
て
お
り
、
現
在
年
度
内
完
成
を

め
ざ
し
て
上
竹
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
は
特
に
低
所
得
♯
屑

の
住
宅
ぷ
要
の
緩
和
を
川
る
た
め
、

第
一
．
帥
公
常
住
も
．
純
T
「
六
J
∵

を
建
設
す
る
所
巾
で
あ
り
ま
す
。

一
、
ゴ
ミ
焼
却
炉
建
設

町
尺
の
環
境
勒
牛
の
向
卜
と
即
を
美

し
く
す
る
構
本
施
設
と
し
て
、
ゴ
ミ

塊
ル
炉
の
建
設
を
計
両
し
∴
肌
年
度

を
初
午
度
と
し
て
、
久
得
地
内
の
．

部
返
還
．
†
定
地
に
建
丸
山
す
へ
く
田
仲

補
助
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

里
用
地
の
返
還
が
毘
れ
た
こ
と
も
起

関
し
て
．
建
設
工
心
の
都
下
が
起
れ

て
お
り
ま
す
が
、
前
年
度
て
す
て
に

建
設
に
必
要
な
朋
査
設
計
冊
に
対
す

る
同
座
補
助
の
交
付
も
決
定
を
み
て

お
り
、
現
在
設
計
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
か
、
本
鮮
度

に
お
い
て
建
ぷ
冊
に
村
す
る
川
伸
輔

助
も
交
付
さ
れ
る
姐
と
お
し
に
あ
り

L
≠
着
手
の
隼
度
内
某
現
を
図
る
た

め
叩
用
地
の
早
期
返
還
を
強
く
H
に

r
高
義
統
計
■
き
に
ご
協
力
を

昭
和
九
十
．
牛
の
商
業
統
計
凋
在
か

丘
月
一
日
現
石
で
失
地
き
れ
ま
す
∪

こ
の
鯛
在
は
、
全
国
す
べ
て
の
卸

克
貰
・
小
山
冗
某
お
よ
び
飲
食
店
を
対
象

に
．
わ
が
M
の
商
業
の
敗
尤
溝
勅
の
失

態
や
商
＝
刷
の
流
通
状
況
な
ど
を
正
純
に

は
泥
す
る
こ
と
を
臼
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
凋
在
砦
に
膏
か
れ
た
内
谷
は
、

統
計
以
外
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
、
水
道
施
設
の
買
上

げ
に
つ
い
て

復
帰
時
点
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
基
地
へ
の
給
水
も
前
年
度
七
月
か

ら
突
現
を
見
て
、
施
設
提
供
対
価
料

が
実
質
収
益
と
し
て
収
入
増
と
な
り

本
年
度
子
坪
に
お
い
て
は
常
葉
収
益

の
三
四
％
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
常
葉
収
益
が
増
大
し
た
こ
と
は
今

後
の
水
道
事
業
の
強
化
に
つ
な
が
り

本
年
度
の
車
葉
と
し
て
水
釜
、
兼
久

地
先
埋
立
地
に
沖
鈍
姉
席
株
式
会
社

が
設
置
し
た
配
水
施
設
∴
、
六
■
四

m
と
東
洋
綿
花
株
式
会
社
が
設
置
し

た
「
九
一
七
m
の
施
設
円
上
げ
を
行

う
所
存
で
あ
り
ま
す
。
尚
こ
の
両
施
設

の
R
上
げ
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
工

事
冊
の
二
〇
％
程
度
で
閂
上
げ
る
こ

と
で
了
耶
済
み
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他

の
工
1
i
骨
と
し
て
は
給
水
率
を
山
層

た
か
め
る
た
め
に
、
老
朽
化
し
た
配
管

施
設
の
改
修
等
に
黎
す
る
一
般
帽
絹

代
が
増
細
し
て
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

一
、
教
育
環
境
の
整
備

町
内
の
三
校
で
は
長
期
に
一
日
．
り
校
舎

等
の
新
築
改
造
工
事
が
紙
き
、
局
外

施
設
や
運
動
場
の
幣
楠
が
行
き
と
ど

か
ず
、
犀
外
招
栗
に
も
支
障
を
き
た

す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年

度
は
特
に
教
習
環
塊
の
璧
備
事
業
と

し
て
町
内
各
学
校
の
屋
外
施
設
の
璧

伯
を
亜
点
に
し
て
次
の
事
業
を
施
行

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

巾
t
▲
小
学
校
薇
書
t
上
の
フ
ェ
ン
ス

張
り
、
散
村
園
の
鮫
正
、
■
勤
■
の

暮
償

可
暮
手
綱
小
学
校
■
助
■
の
生
す
、
校

地
周
辺
の
生
傷
、
校
舎
i
上
の
フ
エ

ン
ス
張
り

小
暮
手
納
中
学
校
校
庭
の
嚢
傷
と
勤
物

の
鋼
t
コ
ー
ナ
ー
の
披
正

一
、
嘉
手
納
小
学
校
に

プ
ー
ル
を
建
設

校
区
毎
の
プ
ー
ル
設
遍
の
必
要
性
は

痛
感
し
な
が
ら
も
校
舎
等
の
建
設
に

追
わ
れ
、
プ
ー
ル
建
設
の
実
現
が
遅

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
H

唖
補
助
を
持
て
扇
子
納
小
学
校
に
し

コ
ー
ス
の
二
五
m
プ
ー
ル
を
建
設
し

て
化
鹿
生
徒
の
遊
泳
の
技
能
を
み
が

き
体
位
の
向
上
を
図
る
場
と
し
て
活

用
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

「
屋
外
運
動
場
の
建
設

現
在
の
嘉
手
納
小
、
中
学
校
の
運
動

場
は
、
稔
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
放

年
前
ま
で
は
町
比
の
閥
で
も
社
会
体

育
の
鳩
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
児
親
生
徒
の
在
籍

数
の
増
加
に
伴
い
、
両
校
の
運
動
場

と
し
て
も
な
お
狭
い
位
に
な
り
、
一

般
町
蛇
の
利
用
す
る
に
は
な
に
か
と

支
障
を
き
た
す
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
も
将
来
は
、
郡
市
計
画
法

に
堰
く
運
動
会
間
を
建
虚
す
る
構
想

で
そ
の
準
備
は
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

現
段
階
に
お
い
て
は
何
時
頃
建
設
で

き
る
か
千
怨
も
た
ち
ま
せ
ん
の
で
取

り
あ
え
ず
町
艮
運
動
蛎
と
し
て
何
時

も
自
由
に
仕
え
る
施
設
を
本
年
度
に

国
雄
補
肋
で
兼
久
地
先
埋
立
地
に
約

六
、
0
0
0
腑
の
十
地
を
円
上
げ
整

伯
し
て
、
本
年
度
秋
頃
か
ら
は
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
、
町
内
の
ス
ポ

ー
ツ
行
弔
が
挙
行
で
き
る
よ
う
に
早

期
完
成
を
回
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
充
実
と
健
全

な
運
営
に
つ
い
て

回
艮
健
康
保
険
事
業
は
制
度
実
施
以

来
常
に
町
比
の
医
療
の
確
保
と
保
健

の
向
上
の
た
め
に
努
力
を
し
て
参
り

ま
し
仁
。
特
に
健
康
保
険
等
の
被
用

者
保
険
各
法
に
お
け
る
大
巾
な
給
付

改
謂
に
よ
り
、
苦
し
い
給
付
較
差
が

生
じ
て
お
り
、
拾
付
較
差
の
是
正
は

急
務
中
の
急
務
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
を
保

険
者
の
み
で
行
な
う
こ
と
は
、
財
政

抵
盤
が
ぜ
い
弱
で
、
し
か
も
保
険
税

し
か
抑
れ
る
財
源
が
な
い
状
況
の
中

に
お
い
て
は
因
雅
で
あ
り
、
さ
ら
に

尚
一
屑
の
国
の
大
巾
な
財
政
補
助
の

強
化
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
と
共
に

保
険
者
に
お
い
て
も
、
給
付
の
過
止

化
を
回
る
と
と
も
に
保
険
税
の
徴
収

強
化
を
図
り
財
政
の
確
保
に
努
め
つ

つ
漸
次
給
付
内
省
の
改
劇
を
行
な
っ

て
行
き
た
い
と
〃
え
て
い
ま
す
。
ま

た
近
年
医
硬
骨
の
伸
び
は
署
し
く

そ
れ
に
伴
い
保
険
税
n
血
の
伸
び
も

急
上
井
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
今
年

中
に
九
、
一
％
の
匪
糊
代
の
改
定
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
川
保

財
政
は
苦
し
く
な
る
こ
と
が
ナ
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た

り
、
今
後
の
川
俣
車
業
迷
常
を
‖
滑

に
す
る
た
め
川
代
健
碩
保
障
則
政
調

整
相
立
基
金
を
几
鵬
訳
し
、
将
来
の
川

保
村
政
運
営
の
．
肋
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

尚
択
国
保
同
体
迎
人
目
会
も
H
l
年
L
ハ
月

に
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
状
あ
で
行
な
っ
て
お

り
ま
し
た
祢
尭
支
払
業
務
が
昭
和
五

卜
丁
年
四
月
か
ら
県
国
保
川
体
抽
入
日

金
が
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に

よ
り
県
下
の
各
保
険
者
が
受
け
る
恩

恵
は
大
き
く
、
さ
ら
に
今
後
の
国
保

事
業
に
大
き
く
r
H
献
す
る
も
の
と
忠

一
、
国
民
年
金
業
務

に
つ
い
て

同
比
年
金
制
度
も
近
年
よ
う
や
く
町

尺
に
も
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ

か
ら
年
々
年
金
そ
給
署
が
杓
え
て
行

け
ば
益
々
町
民
の
中
に
浸
透
し
て
い

く
も
の
と
下
立
ま
す
。
現
在
田
代
年

金
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
そ
拾
署
は

拠
出
年
金
二
六
九
名
、
如
址
年
女
も

五
四
名
で
牛
聞
．
六
七
、
二
O
U
、

0
■
U
O
円
余
の
年
金
を
せ
拾
し
て
お

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
年
金
が
町
艮

旭
址
に
与
え
る
影
響
も
人
き
い
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
年
金
を
岳
け
る
柏
利
も
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
生
じ
る
も
の
で
、
保
険
料
の
徴
収

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
努
力
を
し

て
参
り
ま
し
た
か
、
当
町
に
お
け
る

徴
収
や
は
ま
た
よ
い
と
は
い
え
な
い



て
位
置
づ
け
、
現
況
の
自
然
を
保
全

し
て
比
謝
川
と
そ
の
水
辺
を
結
び
つ

け
た
、
町
民
の
想
い
の
場
と
し
て
の
屋

良
城
址
会
同
の
建
設
計
画
も
本
年
度

で
二
年
次
を
迎
え
ま
し
た
が
、
先
づ
土

地
の
収
相
に
対
し
前
年
度
か
ら
国
樟

補
助
に
よ
り
事
紫
を
開
始
し
て
お
り
、

本
年
度
も
引
続
き
用
地
収
得
事
業
と

し
て
二
、
五
〇
〇
肘
の
私
有
地
を
買

上
げ
る
べ
く
予
算
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
本
格
的
な
公
同
比
設
事
史
の

実
施
目
途
に
つ
い
て
は
、
経
済
不
況

の
し
わ
よ
せ
に
よ
る
国
庫
補
助
の
関

係
か
ら
か
な
り
遅
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町
と
し
ま
し

て
は
出
来
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
公

聞
建
設
が
着
手
さ
れ
る
よ
う
関
係
当

局
に
要
諭
し
そ
の
実
現
を
期
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。
次
に
緑
化
車
業
の

一
環
と
し
て
前
年
度
か
ら
水
釜
地
内

の
町
道
に
街
路
樹
を
柄
付
け
、
地
域

環
境
の
整
備
美
化
を
伺
っ
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度
も
町
道
三
九
骨
組
と

四
六
骨
組
に
歩
道
工
事
が
施
行
さ
れ

ま
す
の
で
、
術
路
樹
を
納
付
け
て
少

し
で
も
緑
を
ふ
や
し
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

M
排
水
鮫
■
千
金
の
手
付
積
引
上
げ
に

つ
い
て

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
供
用
閲

始
が
告
示
に
な
り
ま
す
と
、
供
用
開
始
地

地
の
家
庭
は
六
か
月
以
内
に
排
水
設

備
を
設
正
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
工
事
骨
等
の
関
崎
も
あ
っ
て
、

こ
れ
が
守
ら
れ
て
な
い
の
が
現
状
で

あ
り
、
現
行
の
貸
付
限
度
縦
で
は
少

な
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

本
年
度
に
お
い
て
排
水
設
備
資
金
の

貸
付
限
度
柳
を
現
行
の
十
五
万
円
か

ら
五
方
円
引
上
げ
て
二
卜
万
円
に
改

正
し
た
こ
と
と
、
些
消
期
間
も
現
行

の
二
十
四
ケ
月
を
四
十
ケ
月
に
延
長

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
措
置
に
よ
り

多
数
町
比
の
悌
さ
ん
が
利
用
し
て
い

た
だ
き
下
水
道
使
用
の
普
及
に
御
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
、
生
活
道
路
の
整
備
と
安
全
対
策

快
適
で
安
全
苛
ん
で
住
め
る
生
活
環

境
そ
れ
は
町
民
の
生
活
に
由
緒
す
る

生
活
道
路
の
埜
偶
に
ま
つ
と
こ
ろ
大

で
あ
り
ま
す
。
町
道
の
改
良
舗
装
工

事
に
つ
い
て
は
、
昭
和
凶
十
九
年
度

以
来
大
巾
に
性
情
き
れ
、
路
面
の
舗

装
率
も
九
一
％
と
高
い
舗
装
率
を
ホ

し
て
お
り
ま
す
。
残
る
九
％
の
未
舗

装
道
路
は
、
F
水
道
工
事
等
と
の
関

係
も
あ
っ
て
、
と
り
残
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
下
水
道
工
事
が
終
え
た

路
線
や
当
分
他
の
工
事
が
施
行
き
れ

る
見
込
み
の
な
い
路
線
に
つ
い
て
は

本
年
度
に
お
い
て
路
面
舗
装
を
施
し

璧
偶
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

次
に

力
町
空
八
六
号
■
嘉
手
納
漁
港
に
適

ず
る
道
路
）
　
の
安
全
対
策

該
道
路
に
治
っ
て
設
罰
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
排
水
溝
は
上
流
か
ら
の
水
星

が
大
き
い
た
め
、
降
雨
時
に
は
激
流

が
路
面
に
の
し
上
げ
、
路
面
と
排
水

溝
の
区
別
も
つ
か
な
い
よ
う
に
な
り

歩
行
者
や
車
両
の
通
行
に
も
支
障
を

き
た
し
危
険
な
状
態
に
あ
り
、
安
全

対
策
と
し
て
、
路
面
に
沿
っ
た
排
水

溝
に
芯
か
け
工
事
を
施
行
い
た
し
ま

す。
0
0
道
路
の
斬
鮫
改
よ
に
つ
い
て

町
道
十
一
号
線
の
改
良
髄
業
は
国
庫

補
助
を
柑
て
、
前
年
度
か
ら
道
路
用

地
の
円
上
げ
に
椚
手
し
て
お
り
、
既

に
前
年
度
は
三
八
〇
・
四
一
が
の
用

地
を
収
持
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

度
も
引
絞
き
七
二
八
・
九
七
扉
の
用

地
を
収
用
す
べ
く
子
節
を
計
上
し
て

あ
り
ま
す
。
該
退
路
の
建
設
予
定
に

つ
い
て
も
、
圃
場
補
肋
の
関
係
も
あ

っ
て
か
な
り
突
他
年
度
が
毘
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
に

丹
比
鴨
川
河
口
沿
い
の
遭
絡
新
性

感
手
鍋
漁
港
前
か
ら
水
釜
地
先
の
公

有
水
面
理
立
地
ま
で
、
河
川
に
拾
っ

た
道
路
耕
藷
に
つ
い
て
、
前
年
性
で

囲
岬
補
助
を
得
て
設
計
調
査
を
終
え
．

本
年
度
か
ら
工
巾
が
弟
下
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
該
道
路
は
比

謝
川
沿
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

相
当
の
難
工
車
が
．
†
仙
心
き
れ
、
丈
工

事
代
も
相
当
高
樋
に
な
る
こ
と
か
ら
、

里
年
度
で
の
完
成
は
田
城
血
肋
と
の

関
係
も
あ
っ
て
椎
か
し
く
、
数
年
に

互
る
離
れ
や
業
と
し
て
完
成
す
る
計

画
で
本
年
度
は
そ
の
初
午
度
と
し
て

工
小
冊
を
計
画
し
て
あ
り
圭
す
。

一
、
公
営
住
宅
の
建
設

旧
製
紙
工
場
跡
に
尻
良
用
地
を
造
成

し
、
前
年
度
に
お
い
て
那
‥
仲
公
常

住
宅
．
－
棟
へ
四
八
一
日
一
の
建
設
に
新

平
し
て
お
り
、
現
在
年
度
内
完
成
を

め
ざ
し
て
上
竹
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
は
特
に
低
所
得
♯
屑

の
住
宅
ぷ
要
の
緩
和
を
川
る
た
め
、

第
一
．
帥
公
常
住
も
．
純
T
「
六
J
∵

を
建
設
す
る
所
巾
で
あ
り
ま
す
。

一
、
ゴ
ミ
焼
却
炉
建
設

町
尺
の
環
境
勒
牛
の
向
卜
と
即
を
美

し
く
す
る
構
本
施
設
と
し
て
、
ゴ
ミ

塊
ル
炉
の
建
設
を
計
両
し
∴
肌
年
度

を
初
午
度
と
し
て
、
久
得
地
内
の
．

部
返
還
．
†
定
地
に
建
丸
山
す
へ
く
田
仲

補
助
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

里
用
地
の
返
還
が
毘
れ
た
こ
と
も
起

関
し
て
．
建
設
工
心
の
都
下
が
起
れ

て
お
り
ま
す
が
、
前
年
度
て
す
て
に

建
設
に
必
要
な
朋
査
設
計
冊
に
対
す

る
同
座
補
助
の
交
付
も
決
定
を
み
て

お
り
、
現
在
設
計
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
か
、
本
鮮
度

に
お
い
て
建
ぷ
冊
に
村
す
る
川
伸
輔

助
も
交
付
さ
れ
る
姐
と
お
し
に
あ
り

L
≠
着
手
の
隼
度
内
某
現
を
図
る
た

め
叩
用
地
の
早
期
返
還
を
強
く
H
に

r
高
義
統
計
■
き
に
ご
協
力
を

昭
和
九
十
．
牛
の
商
業
統
計
凋
在
か

丘
月
一
日
現
石
で
失
地
き
れ
ま
す
∪

こ
の
鯛
在
は
、
全
国
す
べ
て
の
卸

克
貰
・
小
山
冗
某
お
よ
び
飲
食
店
を
対
象

に
．
わ
が
M
の
商
業
の
敗
尤
溝
勅
の
失

態
や
商
＝
刷
の
流
通
状
況
な
ど
を
正
純
に

は
泥
す
る
こ
と
を
臼
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
凋
在
砦
に
膏
か
れ
た
内
谷
は
、

統
計
以
外
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
、
水
道
施
設
の
買
上

げ
に
つ
い
て

復
帰
時
点
か
ら
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
基
地
へ
の
給
水
も
前
年
度
七
月
か

ら
突
現
を
見
て
、
施
設
提
供
対
価
料

が
実
質
収
益
と
し
て
収
入
増
と
な
り

本
年
度
子
坪
に
お
い
て
は
常
葉
収
益

の
三
四
％
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
常
葉
収
益
が
増
大
し
た
こ
と
は
今

後
の
水
道
事
業
の
強
化
に
つ
な
が
り

本
年
度
の
車
葉
と
し
て
水
釜
、
兼
久

地
先
埋
立
地
に
沖
鈍
姉
席
株
式
会
社

が
設
置
し
た
配
水
施
設
∴
、
六
■
四

m
と
東
洋
綿
花
株
式
会
社
が
設
置
し

た
「
九
一
七
m
の
施
設
円
上
げ
を
行

う
所
存
で
あ
り
ま
す
。
尚
こ
の
両
施
設

の
R
上
げ
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
工

事
冊
の
二
〇
％
程
度
で
閂
上
げ
る
こ

と
で
了
耶
済
み
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他

の
工
1
i
骨
と
し
て
は
給
水
率
を
山
層

た
か
め
る
た
め
に
、
老
朽
化
し
た
配
管

施
設
の
改
修
等
に
黎
す
る
一
般
帽
絹

代
が
増
細
し
て
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

一
、
教
育
環
境
の
整
備

町
内
の
三
校
で
は
長
期
に
一
日
．
り
校
舎

等
の
新
築
改
造
工
事
が
紙
き
、
局
外

施
設
や
運
動
場
の
幣
楠
が
行
き
と
ど

か
ず
、
犀
外
招
栗
に
も
支
障
を
き
た

す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年

度
は
特
に
教
習
環
塊
の
璧
備
事
業
と

し
て
町
内
各
学
校
の
屋
外
施
設
の
璧

伯
を
亜
点
に
し
て
次
の
事
業
を
施
行

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

巾
t
▲
小
学
校
薇
書
t
上
の
フ
ェ
ン
ス

張
り
、
散
村
園
の
鮫
正
、
■
勤
■
の

暮
償

可
暮
手
綱
小
学
校
■
助
■
の
生
す
、
校

地
周
辺
の
生
傷
、
校
舎
i
上
の
フ
エ

ン
ス
張
り

小
暮
手
納
中
学
校
校
庭
の
嚢
傷
と
勤
物

の
鋼
t
コ
ー
ナ
ー
の
披
正

一
、
嘉
手
納
小
学
校
に

プ
ー
ル
を
建
設

校
区
毎
の
プ
ー
ル
設
遍
の
必
要
性
は

痛
感
し
な
が
ら
も
校
舎
等
の
建
設
に

追
わ
れ
、
プ
ー
ル
建
設
の
実
現
が
遅

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
H

唖
補
助
を
持
て
扇
子
納
小
学
校
に
し

コ
ー
ス
の
二
五
m
プ
ー
ル
を
建
設
し

て
化
鹿
生
徒
の
遊
泳
の
技
能
を
み
が

き
体
位
の
向
上
を
図
る
場
と
し
て
活

用
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

「
屋
外
運
動
場
の
建
設

現
在
の
嘉
手
納
小
、
中
学
校
の
運
動

場
は
、
稔
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
放

年
前
ま
で
は
町
比
の
閥
で
も
社
会
体

育
の
鳩
と
し
て
大
い
に
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
児
親
生
徒
の
在
籍

数
の
増
加
に
伴
い
、
両
校
の
運
動
場

と
し
て
も
な
お
狭
い
位
に
な
り
、
一

般
町
蛇
の
利
用
す
る
に
は
な
に
か
と

支
障
を
き
た
す
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
も
将
来
は
、
郡
市
計
画
法

に
堰
く
運
動
会
間
を
建
虚
す
る
構
想

で
そ
の
準
備
は
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

現
段
階
に
お
い
て
は
何
時
頃
建
設
で

き
る
か
千
怨
も
た
ち
ま
せ
ん
の
で
取

り
あ
え
ず
町
艮
運
動
蛎
と
し
て
何
時

も
自
由
に
仕
え
る
施
設
を
本
年
度
に

国
雄
補
肋
で
兼
久
地
先
埋
立
地
に
約

六
、
0
0
0
腑
の
十
地
を
円
上
げ
整

伯
し
て
、
本
年
度
秋
頃
か
ら
は
使
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
、
町
内
の
ス
ポ

ー
ツ
行
弔
が
挙
行
で
き
る
よ
う
に
早

期
完
成
を
回
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
充
実
と
健
全

な
運
営
に
つ
い
て

回
艮
健
康
保
険
事
業
は
制
度
実
施
以

来
常
に
町
比
の
医
療
の
確
保
と
保
健

の
向
上
の
た
め
に
努
力
を
し
て
参
り

ま
し
仁
。
特
に
健
康
保
険
等
の
被
用

者
保
険
各
法
に
お
け
る
大
巾
な
給
付

改
謂
に
よ
り
、
苦
し
い
給
付
較
差
が

生
じ
て
お
り
、
拾
付
較
差
の
是
正
は

急
務
中
の
急
務
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
を
保

険
者
の
み
で
行
な
う
こ
と
は
、
財
政

抵
盤
が
ぜ
い
弱
で
、
し
か
も
保
険
税

し
か
抑
れ
る
財
源
が
な
い
状
況
の
中

に
お
い
て
は
因
雅
で
あ
り
、
さ
ら
に

尚
一
屑
の
国
の
大
巾
な
財
政
補
助
の

強
化
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
と
共
に

保
険
者
に
お
い
て
も
、
給
付
の
過
止

化
を
回
る
と
と
も
に
保
険
税
の
徴
収

強
化
を
図
り
財
政
の
確
保
に
努
め
つ

つ
漸
次
給
付
内
省
の
改
劇
を
行
な
っ

て
行
き
た
い
と
〃
え
て
い
ま
す
。
ま

た
近
年
医
硬
骨
の
伸
び
は
署
し
く

そ
れ
に
伴
い
保
険
税
n
血
の
伸
び
も

急
上
井
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
今
年

中
に
九
、
一
％
の
匪
糊
代
の
改
定
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
川
保

財
政
は
苦
し
く
な
る
こ
と
が
ナ
想
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た

り
、
今
後
の
川
俣
車
業
迷
常
を
‖
滑

に
す
る
た
め
川
代
健
碩
保
障
則
政
調

整
相
立
基
金
を
几
鵬
訳
し
、
将
来
の
川

保
村
政
運
営
の
．
肋
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

尚
択
国
保
同
体
迎
人
目
会
も
H
l
年
L
ハ
月

に
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
状
あ
で
行
な
っ
て
お

り
ま
し
た
祢
尭
支
払
業
務
が
昭
和
五

卜
丁
年
四
月
か
ら
県
国
保
川
体
抽
入
日

金
が
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に

よ
り
県
下
の
各
保
険
者
が
受
け
る
恩

恵
は
大
き
く
、
さ
ら
に
今
後
の
国
保

事
業
に
大
き
く
r
H
献
す
る
も
の
と
忠

一
、
国
民
年
金
業
務

に
つ
い
て

同
比
年
金
制
度
も
近
年
よ
う
や
く
町

尺
に
も
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ

か
ら
年
々
年
金
そ
給
署
が
杓
え
て
行

け
ば
益
々
町
民
の
中
に
浸
透
し
て
い

く
も
の
と
下
立
ま
す
。
現
在
田
代
年

金
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
そ
拾
署
は

拠
出
年
金
二
六
九
名
、
如
址
年
女
も

五
四
名
で
牛
聞
．
六
七
、
二
O
U
、

0
■
U
O
円
余
の
年
金
を
せ
拾
し
て
お

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
年
金
が
町
艮

旭
址
に
与
え
る
影
響
も
人
き
い
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
年
金
を
岳
け
る
柏
利
も
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
生
じ
る
も
の
で
、
保
険
料
の
徴
収

に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
努
力
を
し

て
参
り
ま
し
た
か
、
当
町
に
お
け
る

徴
収
や
は
ま
た
よ
い
と
は
い
え
な
い
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の
で
、
更
に
昭
和
五
十
‥
年
度
は
保

険
料
の
日
産
振
啓
制
度
を
採
用
し
て

徴
収
強
化
を
図
り
未
納
に
よ
る
年
金

権
の
喪
失
を
防
ぐ
た
め
努
力
を
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
土
と

沖
縄
の
年
金
法
の
施
行
の
ず
れ
が
九

年
間
あ
り
、
そ
の
間
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
当
時
の
保
険
料
の
額
で
特

例
追
納
（
昭
和
五
二
年
二
月
末
日
ま

で
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
特
例
追
納
を
す

る
と
し
な
い
と
で
は
せ
け
る
年
金
顔

に
大
き
な
ひ
ら
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
が
恩
恵
を

受
け
る
よ
う
一
〇
〇
％
徴
収
を
め
ざ

し
て
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
昭
和
五
十
一
年
度
事
業
と
留

意
す
べ
き
事
項
の
概
要
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
福
祉
関
係
事
業
を
努
め
町

蛇
生
活
に
蔽
結
す
る
事
項
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
度
同
様
本
年
度
も
特
に

配
慮
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
議
員
皆
様
方
の
御
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
弟
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
三
月
十
日

瑚
十
五
億
九
、
三
四
二
万
一
千
円

絹
　
　
前
年
度
比
約
一
億
の
減

昭
和
五
十
一
年
便
意
手
納
町
一
般
会
計
予
算
は
、
三
月
十
日
開
会
の
琴
二
卜

八
回
魂
手
納
町
定
例
濃
会
に
お
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

度
」
船
会
計
の
予
鞭
総
癌
は
、
ト
五
憶
九
、
三
四
∴
万
一
千
円
で
前
年
度
に
比

べ
約
一
倍
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
的
な
不
況
で
地
方
財
政

の
の
ぴ
も
鈍
化
の
傾
向
に
あ
っ
て
地
方
交
付
税
等
の
〓
鱒
財
源
の
収
入
見
込
み

を
極
力
お
さ
え
て
あ
る
た
め
で
す
。

そ
の
他
の
子
詳
関
係
で
は
、
水
道
事
薬
会
計
子
詳
一
億
五
、
川
七
一
万
三
千

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
芥
川
構
八
、
二
孟
万
五
千
円
、
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
一
膳
三
、
七
九
六
万
一
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
イ
算
の
歳
出
面
で
款
別
に
主
な
事
業
を
拾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
総
務
暮

▲
交
通
安
全
対
策
費
二
三
七
万
円
（

交
通
安
全
施
設
工
至
竺

▲
町
長
　
町
凛
会
膿
H
選
挙
珊
二
一
■

五
万
円
（
九
月
＼
H
】

▲
鵬
知
新
　
県
会
膿
目
送
叢
∵
U

三
方
由
∵
L
ハ
月
一

▲
衆
議
院
膿
H
選
挙
雄
∵
U
一
二
ガ
円

民
生
★

▲
身
彷
障
八
苦
餌
址
明
し
圧
〃
〓
一

町
内
巾
吐
け
休
樟
∴
ポ
へ
の
姐
卿
金

と
人
餌
址
冊
、
、
・
＼
I
J
J
．
】

t

′

　

／

．

一

・

．

．

′

　

‖

－

ノ

ヒ
人
ク
う
つ
紬
仙
企
、
老
人
作
項
扶

助
門
、
肌
色
兄
粧
五
庵

▲
比
重
Ⅲ
箭
朋
九
、
1
し
．
川
〃
H
r

波
川
肴
肥
軒
下
「
、
∬
由
川
石
化
申

▲
扶
仙
川
∵
∴
　
力
H
▲
給
正
目
囚

明
世
北
へ
の
物
苗
代
、
現
金
拾
‖
■

＝
術
生
★

▲
k
葉
柄
．
「
仙
雄
二
∴
ヘ
ル
‖
■
赤

勅
芳
心
差
入
に
委
J
扁
「
　
誹
．
「
防
接

種
写
■

▲
聴
‖
什
処
理
明
し
六
．
〃
‖
‥
五

収
供
処
理
を
正
村
■

▲
し
屈
処
理
昭
一
、
∴
困
り
〃
目

し
帰
結
来
処
理
「
由
卜
㍑
東
　
条
上

目
．
L
労
働
千

▲
　
般
失
業
対
策
小
葉
僧
、
■
川

圧
〃
諭
＝
∴
労
相
H
、
■
牧
子
牛
木
は
桁

余
写
■

…
よ
林
水
産
事
♯
★

▲
措
某
振
興
門
川
‥
■
，
へ
山
川
　
農
粍

日
．
‥
偶
人
紬
州
、
県
道
柚
的
け
り

▲
木
川
批
輿
照
　
∴
r
り
〓
　
水
川

恍
‖
ハ
欄
人
柚
助

川
■
ホ
エ
★

▲
商
－
根
興
膏
血
∵
∴
力
日
　
商
－

、
∴
H
U
h
リ

ノ
J
．
▼
日
日
〃

に
、
町
尺
の
局
外
運
動
雌
雄
諸
計
画
を

樹
立
し
．
そ
の
用
地
円
収
と
こ
れ
を
中

心
に
し
た
野
外
レ
ク
り
エ
ー
ン
ヨ
ン
地

域
の
造
成
に
努
め
る
と
典
に
引
続
き
、

帰
良
城
跡
公
冊
の
建
設
促
進
を
川
っ
て

い
く
所
付
で
あ
り
ま
す
。

尚
前
年
度
か
ら
．
米
叩
施
設
て
あ
る
、

久
用
地
城
の
■
部
解
放
と
塊
却
炉
の
址

化
l
L
止
に
鋭
意
労
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
か

こ
と
解
放
問
題
に
な
る
と
な
か
な
か
進

展
を
見
せ
ず
、
す
て
に
娩
却
炉
の
設
計

見
積
の
段
階
は
へ
て
お
り
ま
す
が
、
解

放
関
節
が
解
決
し
な
い
た
め
停
滞
し
て

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
こ
れ
も
日
米
間
の
大
方
の
詣
人
目
い
は

つ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
払
の
在
任
中

に
は
是
非
と
も
崩
し
て
き
る
作
肌
ま
で

運
び
た
い
所
石
て
あ
り
ま
す
。

放
作
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
．
す
で

に
状
本
的
校
舎
の
改
築
等
前
年
度
ま
で

に
殆
ん
ど
完
備
き
れ
て
参
り
ま
し
た
の

で
今
隼
度
か
ら
は
．
そ
の
附
潤
的
な
施

設
に
巾
点
を
箭
い
て
教
習
環
境
の
整
備

に
当
り
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
堪
他
聞
項
に
明
け
掠
れ
る
当
町

の
現
状
は
、
お
互
い
町
尺
の
希
求
す
る

と
こ
ろ
と
は
逆
に
、
他
基
地
か
ら
幣
理

縮
小
さ
れ
た
帆
電
機
や
施
設
が
、
蕗
手

納
埴
地
に
輿
的
統
合
強
化
さ
れ
た
形
ち

と
な
っ
て
現
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
、
ヘ
ト
ナ
ム
峨
争
当
時
や
日
本
復
帰

以
前
と
な
ん
ら
変
り
な
い
低
地
か
ら
の

披
朝
日
を
町
艮
伴
さ
ん
が
受
け
て
い
る
こ

と
は
誠
に
追
懐
で
あ
り
ま
す
。

特
に
昨
年
巨
．
月
の
ム
‖
風
避
難
に
吊
を

描
り
た
B
5
2
戦
略
爆
撃
機
の
再
．
．
の
飛

来
や
日
骨
の
身
を
つ
ん
ざ
く
傑
作
公
告

あ
る
い
は
池
叩
脱
藩
地
域
内
か
ら
の
ジ

エ
ノ
ト
燃
料
の
流
出
平
作
尊
．
お
互
い

町
民
の
心
肺
を
無
視
し
た
行
為
は
、
絶

対
に
証
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の

都
度
日
米
両
政
府
や
現
地
部
隊
に
強
い

胱
濾
と
そ
の
嘆
常
要
求
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
急
速
な
進
展
が
見
ら

れ
な
い
の
は
尖
に
残
念
で
あ
り
ま
す
が

こ
の
よ
う
な
逆
境
に
n
け
る
こ
と
な
く

私
は
在
化
中
よ
り
強
い
婁
勢
で
横
地
問

題
に
当
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
在
圧
期
問
中
に
お

け
る
私
の
行
政
に
対
す
る
基
本
的
考
え

ガ
と
黒
地
現
円
の
概
要
を
小
し
上
げ
、

以
下
特
に
前
年
度
と
比
較
し
て
棚
違
し

た
車
頂
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

財
源
の
落
込
み
が
な
い
よ
う
配
慮

一
般
行
政
費
の
極
力
抑
制
へ

昭
和
七
十
．
年
度
の
十
拝
細
成
に
へ

っ
て
特
に
留
意
し
た
こ
と
は
、
仝
川
的

な
不
況
の
な
か
で
、
財
政
状
況
は
擁
め

て
厳
し
く
、
地
〃
財
政
の
の
げ
も
鈍
化

の
傾
向
に
あ
り
茂
人
の
而
に
お
い
で
は

町
税
の
徴
収
や
を
よ
り
高
め
る
こ
と
に

配
賭
し
．
そ
の
他
地
力
交
付
税
等
の
一

般
財
源
の
収
入
姐
込
み
は
撫
力
お
さ
え

財
源
の
落
込
み
が
な
い
よ
う
配
備
す
る

と
‖
へ
に
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
冗
冊
の

節
減
を
図
る
た
め
、
一
般
行
政
骨
を
械

わ
抑
別
し
て
．
般
公
I
I
へ
車
業
を
よ
り
巾

点
に
他
行
す
る
こ
と
を
埴
本
と
し
て
舶

収
に
当
り
ま
し
た
。

「
都
市
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

扶
促
な
面
梢
の
当
町
に
と
っ
て
急
速

に
た
か
ま
る
都
市
化
に
対
応
す
る
に

は
、
地
域
に
川
し
た
郁
両
計
画
車
業

を
強
力
に
州
進
す
る
必
要
が
あ
り
、

前
年
度
に
は
住
み
よ
い
地
域
作
り
を

目
指
し
て
用
途
地
域
の
化
目
上
ハ
厄
も
み
て

町
尺
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
の

下
で
地
規
作
り
が
始
っ
て
お
り
ま
す

両
都
市
施
設
と
し
て
の
事
業
も
年
々

継
続
し
て
施
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た

か
本
年
度
も
郡
市
施
設
璧
伯
事
饗
と

し
て
次
の
水
菜
を
執
行
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

…
下
水
壇
の
整
傷
事
♯

町
道
・
元
号
線
（
水
釜
通
り
〕
と
町

道
川
六
才
親
二
木
釜
通
り
か
ら
粁
街

通
り
周
）
の
雨
水
排
除
の
目
的
で
下

水
道
工
車
を
施
行
し
ま
す
。
こ
れ
と

佃
行
し
て
両
道
路
典
片
方
に
歩
道
を

化
膿
け
、
車
道
区
分
と
歩
道
区
分
を
明

確
に
し
て
交
通
の
安
全
確
保
を
囲
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
次
に
汚
水
排
除
の

下
水
道
工
≠
と
い
た
し
ま
し
て
は
最

良
地
域
‥
郡
の
住
居
地
癌
を
対
象
と

し
て
施
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
尚
昭

和
丘
十
・
．
隼
の
上
平
間
所
の
l
i
主
計
．
凋

在
甘
栗
と
し
て
兼
久
巾
跳
ポ
ン
プ
場

を
始
め
、
配
管
t
l
i
問
所
の
水
菜
代

を
計
卜
し
て
あ
り
ま
す
。

可
都
市
公
園
の
♯
投
と
緑
化
事
♯

緑
に
乏
し
い
即
を
緑
で
つ
・
み
地
域

環
境
の
幣
伯
を
促
進
し
て
住
み
よ
い

町
つ
く
り
を
目
標
に
し
て
、
前
隼
度
か

ら
郡
市
計
両
公
冊
の
地
区
公
l
現
と
し
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国県支出金 �地　方　慨 �そ　の　他 

1　議　会　！I �　T・Iq 41，7（15 �　十lH 39，266 �千・l¶ 2，439 �千円 �T・11 �－rl月 �　千l月 41，705 

2　総　務　珊 �227，378 �198，043 �29．335 �5．203 �1 �2，016 �220，158 

3　比　生　母 �216．342 �188．354 �27，988 �121，009 �1 �8．230 �87．102 

4　柵　生　管 �82，840 �125，194 �△　42，354 �540 �0 �17 �82．283 

5　労　働　曙 �13，181 �12，333 �848 �6，255 �0 �1　　0 �6．926 

6　農林水産整骨 �28．234 �29，664 �△　1，43t） �2，732 �n �18 �25，484 

7　商　T：焚 �7，988 �9，996 �△　　2．008 �l） �0 �0 �7，988 

8　土　木　冊 � �518．301 �△194，730 �159，855 �49，000 �15．954 �98．762 

9　消　防　珊 � �56，177 �△　　3，944 �1 �0 �3 �52，229 

ln　教　育　冊 � � �102，164 �171，023 �52，6（10 �2，805 �312，470 

11　災書復旧珊 �4 �4 �0 �0 �0 �0 �4 

12　公　伏　珊 �36，410 �26，109 �ln．301 �0 �0 �1，657 �34，753 

13　諸支出金 �2 �り �0 �0 �0 �1 �l 

14　干　場　珊 �24，635 �41．439 �16．804 �0 �0 �り �24，635 

歳　出　合計 �1，593，421 � �88．195 �466，618 �101，602 �30，701 �994，500 

占
∬
町
姓
は
、
三
月
十
二
日
、
型
二
八
回
嘉
手
納
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て

「
昭
和
五
十
一
年
度
予
等
編
成
方
針
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
町
良
は
「
不
況
ム
ー
ド
に
よ
る
財
政
の
落
ち
込
み
に
備
え
て
、
役

場
機
構
内
に
お
け
る
頗
絶
や
は
必
要
且
つ
緊
急
な
も
の
を
除
き
縮
少
削
減
し
、

不
況
ム
ー
ド
を
少
し
で
も
緩
和
し
て
、
町
民
に
夢
を
も
た
せ
る
慈
味
で
可
能
な

限
り
車
重
寸
は
拡
大
す
る
」
と
い
う
考
え
で
予
算
編
成
に
当
っ
た
と
述
べ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
0
町
制
施
行
に
よ
る
町
民
と
し
て
の
n
覚
を
訴
え
、
更
に
0
町

内
の
交
通
事
柄
の
横
和
、
0
下
水
道
の
普
及
韻
伝
、
0
町
民
救
い
の
嶋
と
し
て

の
屋
外
運
勤
場
を
中
心
と
し
た
野
外
レ
ク
レ
ー
シ
云
ン
地
域
の
造
成
、
0
公
開

計
画
、
焼
却
炉
の
用
地
確
保
と
社
旗
、
0
教
育
環
境
の
整
備
等
に
ふ
れ
、
基
地

間
也
に
つ
い
て
は
強
い
姿
勢
で
当
る
と
述
べ
た
。

昭
和
五
十
一
年
度
予
算
編
成
方
針

嘉
手
納
町
長

昭
和
五
十
一
年
度
の
子
鰹
案
を
提
出

す
る
に
当
り
、
そ
の
細
成
方
針
に
対
す

る
私
の
基
本
的
キ
え
万
を
巾
し
上
げ
、

併
せ
て
主
だ
っ
た
突
施
項
目
の
概
要
に

つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
町
長
と
し
て
の
任
期
も
余
す
と

こ
ろ
あ
と
六
か
H
有
余
と
な
っ
て
お
り
、

来
る
九
月
五
日
を
以
っ
て
瞞
了
す
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
五
十
一
年
度
の
子
詳

細
成
方
針
に
放
し
ま
し
て
も
、
こ
の
間

の
見
通
し
を
樹
て
、
瑞
識
的
に
は
前
年

度
か
ら
の
継
続
事
業
冊
や
、
農
務
的
絶

賛
を
主
体
に
し
て
細
成
し
、
新
規
謳
業

に
つ
い
て
は
、
在
任
中
に
確
矢
に
施
行

で
き
る
も
の
の
み
を
対
象
に
し
て
、
極

古
　
謝
　
得
　
善

力
、
新
規
事
業
を
押
え
る
形
ち
で
編
成

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
過
去
十
数
年
に
T
I
L
つ

て
続
い
て
き
た
我
が
国
の
調
度
経
済
成

長
が
破
た
ん
を
き
た
し
、
安
定
成
掟
へ

の
亜
大
な
転
換
期
に
遭
遇
し
、
回
、
地

方
共
に
財
政
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る

現
況
で
あ
る
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り

で
あ
り
ま
し
て
、
し
か
も
、
こ
れ
は
、

国
や
地
方
公
共
悶
体
の
み
な
ら
ず
、
民

間
企
業
に
お
い
て
も
、
事
業
の
縮
小
や

倒
産
な
ど
相
つ
ぎ
、
特
に
沖
縄
に
お
い

て
は
海
洋
博
以
後
、
社
会
全
体
的
に
不

況
ム
ー
ド
に
よ
る
不
安
を
か
も
し
出
し

て
い
る
こ
と
は
何
人
も
舘
定
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
第
一
次
二
次
確
業

に
姐
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
殆
ん
と
が

琴
二
次
産
業
に
た
よ
っ
て
い
る
現
状
か

ら
推
測
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
ら
不
況

の
波
を
避
け
て
過
る
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
五
十
一
年
度
の
予
帯
編

成
に
当
り
ま
し
て
は
、

「
財
政
の
落
ち
込
み
等
に
よ
る
影
℡
に

備
え
て
、
役
場
機
構
内
に
お
け
る
諸

経
費
は
、
必
要
且
つ
緊
急
な
も
の
を

隙
き
縮
小
削
減
す
る
。

■
1
、
不
況
ム
ー
ド
を
少
し
で
も
緩
和
し
、

町
民
に
夢
を
も
た
せ
る
意
味
で
可
能

な
限
り
衝
巣
費
は
拡
大
す
る
。

以
上
の
二
点
を
掩
え
て
編
成
に
当
っ
た

為
め
、
本
来
骨
格
予
算
を
提
出
す
べ
き

も
の
が
、
職
H
の
給
与
関
係
や
、
腹
域

焼
却
炉
の
建
設
中
を
除
き
、
殆
ん
ど
一

年
分
の
事
業
費
を
計
上
し
た
形
ち
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
去
る
一
月
一
日
を
期
し
て
当

茄
手
柄
町
も
村
制
か
ら
町
制
へ
と
移
行

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
意
義
の
い

つ
と
し
て
私
は
町
尺
の
自
党
に
つ
い
て

訴
え
て
参
り
ま
し
た
。
寓
処
し
た
町
の

中
に
住
ん
で
い
る
お
互
い
は
直
接
間
接

を
問
わ
ず
、
他
の
町
比
に
迷
惑
を
か
け

て
は
い
け
な
い
と
い
う
日
党
で
あ
り
ま

す
。
一
平
方
粁
当
り
約
七
千
人
近
い
人

口
過
密
を
有
し
、
立
錐
の
余
地
も
な
い

軒
並
み
と
狭
小
な
道
路
、
更
に
そ
れ
に

わ
を
か
け
た
形
ち
の
晋
空
別
中
等
、
当

町
の
混
雑
さ
は
筆
舌
に
八
、
し
轍
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
混
雑
し
た
中
で
H

R
火
災
瑚
‥
や
緊
急
事
悪
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
こ
れ
に
対
応
で
き
る
行
動
が

取
れ
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。

又
伝
染
病
な
ど
が
ま
ん
延
す
れ
ば
、
こ

れ
が
防
圧
に
は
長
期
を
要
す
る
こ
と
も

ヰ
え
ら
れ
、
町
民
竹
さ
ん
へ
の
川
失
等

英
人
に
な
る
こ
と
は
必
映
…
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
は
、
町
道
を
恵
に
町
民

の
手
に
取
り
も
ど
す
運
動
を
展
開
し
て

菅
空
駐
車
の
一
掃
を
図
り
、
緊
急
事
態

の
先
生
に
備
え
る
と
共
に
、
町
内
交
通

事
柄
の
揺
和
に
努
力
し
て
い
く
決
意
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
他
生
の
而
か

ら
も
、
狭
い
路
地
の
測
漢
に
た
れ
流
し

て
い
る
生
活
排
水
や
汚
水
に
し
て
も
、

町
艮
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
得
て
、
下
水

道
使
用
の
普
及
｛
日
伝
に
努
め
、
可
及
的

速
や
か
に
環
境
浄
化
が
出
来
る
よ
う
運

動
を
鹿
関
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
狭
く
混
雑
し
た
当
町
は
、
莱
叩
底

地
か
ら
の
憶
＃
公
害
や
、
航
空
騰
関
係

油
脂
の
流
出
事
作
等
と
も
重
な
っ
て
、

誠
に
殺
伐
と
し
た
環
嶋
で
あ
り
、
町
艮

皆
さ
ん
の
心
の
安
ま
る
日
も
な
い
位
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に

対
応
で
き
る
町
民
想
い
の
場
が
皆
無
の

状
態
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
年
度
を
初

年
度
と
し
て
、
兼
久
海
岸
の
埋
立
地
内

◎
土
木
暮

▲
道
路
維
持
什
七
五
〇
方
円
〈
漁
港

通
り
排
水
溝
艦
か
け
、
道
路
一
部
改

良
舗
装
）

▲
道
路
新
設
改
良
如
七
、
．
一
〇
〇
万

円
（
町
道
改
良
設
計
委
託
料
、
改
良

舗
装
、
町
迫
用
地
購
入
等
）

▲
街
路
髄
葉
蘭
三
、
八
六
九
万
円
（

水
釜
通
り
と
水
釜
通
り
か
ら
新
町
通

り
問
の
改
良
工
事
、
街
路
栖
樹
栽
工

事）

▲
公
間
数
二
、
四
二
六
万
円
　
（
公
閲

用
地
隋
入
）

▲
下
水
追
憶
偶
や
二
、
七
二
九
万
円

（
下
水
道
事
韮
特
別
会
計
枚
出
金
）

▲
住
宅
琴
望
竺
一
、
凶
九
四
万
円

（
公
菅
住
宅
椚
二
純
一
六
戸
、
用
地

収
得
や
）

◎
教
書
暮

▲
教
育
振
興
徴
＝
小
学
校
＝
一
、
二

七
〇
万
円
（
各
教
科
・
教
材
備
品
購

入
冊
、
就
学
奨
励
践
助
等
）

▲
学
校
建
設
壮
日
中
学
校
＝
七
、
一

一
三
万
円
（
斎
小
プ
ー
ル
建
設
、
両

小
屋
上
フ
ェ
ン
ス
張
り
、
教
相
聞
、

運
動
場
並
び
に
校
地
周
辺
筋
偏
等
）

▲
学
校
建
設
管
＝
中
学
校
＝
二
、
一

九
〇
万
円
（
中
庭
の
整
憫
及
び
動
植

物
飼
育
コ
ー
ナ
ー
、
体
育
館
床
鮎
替

え）▲
幼
稚
何
社
六
、
五
六
日
万
円
（
嘉

手
納
知
椎
佃
柵
架
、
昆
良
幼
稚
間
一

部
改
造
）

▲
体
育
施
設
骨
一
〇
、
一
八
六
万
円

（
局
外
運
動
場
廟
地
購
入
冊
）

㌧．11個戚l、

＝
ご
案
内
＝

弁
護
士
に
よ
る

．
交
通
事
故
″

撫
料
法
律
相
談

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、

麗
確
の
被
害
者
は
も
と
よ
り
、
豪
族
は
▲

日
も
早
く
全
快
を
折
る
一
方
、
治
頼
す
、

生
活
千
の
心
配
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
加
音
者
と
て
同
じ
こ
と
で
す
。

交
通
事
故
間
組
の
解
決
は
加
害
者
が
誠

意
を
示
し
．
被
害
者
も
法
外
な
要
求
を
し

な
い
で
円
満
な
示
談
が
成
立
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
示
談
尾

が
割
り
こ
ん
で
来
て
話
を
こ
じ
ら
せ
た
り
、

涙
金
程
度
で
か
た
づ
け
ら
れ
る
例
も
あ
り

ます。こ
の
よ
う
に
思
い
も
よ
ら
な
い
事
故
に

あ
っ
て
悶
惑
き
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

弁
護
士
会
は
「
日
弁
連
交
通
事
故
セ
ン
タ

ー
」
を
設
立
し
、
日
用
の
お
け
る
相
談
所

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
某
軽

に
ご
利
悶
く
だ
さ
い
。

※
相
謙
抑
当
者
は
専
門
官
で
あ
る
弁
凛
土

で
、
加
害
者
、
披
害
者
を
問
わ
ず
無
料

で
相
談
に
応
じ
、
秘
寓
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

※
相
談
の
具
体
例

◎
粗
害
の
講
求
金
額
に
つ
い
て
（
被
害

者
は
加
昔
者
に
い
く
ら
訪
求
で
き
る
か
）

◎
示
談
の
方
法
と
知
歳
（
示
談
の
愈
味
、

時
期
、
方
法
等
）

◎
用
薔
賠
情
念
の
誠
課
方
顔
〓
示
議
、

鋼
仲
、
訴
訟
（
裁
判
）
　
の
方
法
と
適
否

に
併
せ
て
、
鮫
良
の
請
求
方
法
一

◎
保
険
金
の
講
求
（
強
制
保
険
、
化
窓

保
険
の
鏑
求
下
総
）

◎
そ
の
他
交
通
事
故
に
関
す
る
↓
切
の

法
相
相
談

△
相
識
所
那
覇
地
方
級
判
所
コ
ザ
支
部
（
沖
縄

市
上
地
）
　
℡
七
－
六
七
三
九
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国
民
年
金
だ
よ
り
⑳

年
金
捜
保
貸
付

制
度
の
お
知
ら
せ

－＿旨年
金
福
祉
事
業
相
法
第
十
七
灸
荊
四

号
の
規
定
に
暴
き
、
厚
生
咋
金
保
険
等

の
年
金
受
給
権
者
に
対
し
、
そ
の
年
金

受
給
権
を
抑
保
と
し
て
、
小
口
の
触
贋

を
行
う
も
の
と
す
る
。

2
手
付
の
相
手
方

厚
生
年
金
保
険
、
船
H
保
険
及
び
国

民
年
金
（
福
祉
年
金
を
除
く
）
の
年
金

せ
拾
椎
名
と
す
る
。

3
貸
付
金
の
利
率

持
付
金
の
刷
や
は
、
年
し
、
h
ハ
ー

セ
ン
ト
一
東
金
迷
川
部
芹
金
の
代
入
利

や
と
同
率
一
と
す
る
。

4
貸
付
の
実
施

貸
付
の
失
地
は
、
別
お
の
は
分
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

5
手
付
金
の
限
度
積

貸
付
金
の
柚
は
次
の
と
お
り
と
し

篤
付
金
の
企
緬
に
つ
い
て
偶
還
さ
れ
る

ま
で
の
問
に
お
け
る
迫
加
持
付
は
付
わ

な
い
も
の
と
す
る
。

川
年
女
支
給
翫
【
り
生
年
企
情
余
及

び
厚
生
年
金
伏
金
洩
人
目
会
か
ら
支
給

き
れ
る
紬
を
除
く
一
の
▲
隼
†
糾
う

軌
以
内
の
納
と
し
、
七
〇
ガ
H
を
最

高
限
度
と
す
る
。

闇
持
－
付
金
の
加
は
十
万
円
以
上
と
し

↓
万
円
隼
化
と
す
る
。

6
償
遭
方
法

打
保
に
伏
さ
れ
た
年
金
給
付
金
を
も

っ
て
弁
滴
に
充
当
す
る
。
弁
済
の
充
当

順
序
は
遅
延
m
l
常
日
金
、
制
止
几
金
の
順

と
す
る
。

7
担
保
打
保
は
、
年
金
給
付
の
せ
給
件
【
厚

生
年
金
基
金
及
び
厚
生
隼
免
状
金
運
人
目

台
か
ら
受
け
る
権
利
を
除
く
一
と
す
る
し

8
保
旺
人

保
㌦
人
は
、
通
常
保
止
人
を
一
人
以

上
た
く
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

9
典
雅
実
施
態
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
餌
用
心
某
川
か
山
中
担
付
に
某
相
の

本
業
務
黒
地
に
あ
た
っ
て
は
、
年
金
　
部
を
委
託
し
て
黒
地
す
る
L
S
L
一
す
る
　
　
3
提
出
先
　
町
役
■
厚
生
課

身
体
障
害
手
帳
に
つ
い
て

ー音義
骨
休
障
宜
＝
f
帆
と
は
、
身
作
に
障

H
の
あ
る
ん
が
、
身
体
障
里
‥
苫
福
祉

法
に
定
め
る
障
宜
‥
に
該
当
す
る
と
〝
L
－

め
・
り
れ
た
場
八
日
に
、
本
人
の
小
．
州
に

も
と
つ
い
て
交
付
さ
れ
る
も
の
て
す
‖

そ
し
て
こ
の
法
律
に
定
め
る
各
輔
の

更
生
接
遇
の
措
置
を
せ
け
る
た
め
の

前
化
と
な
る
も
の
て
す
く

2
手
機
交
付
中
州
手
続

川
身
体
障
H
r
帖
夏
日
申
．
墨
＝

闇
指
定
医
輌
－
に
‖
け
の
診
断
吾

川
り
貢
n
た
て
ー
川
・
よ
こ
1
川
′

仙
川
の
用
紙
は
、
㍑
場
裏
日
に
あ
り

ま
す
リ

各
種
の
禰
祉
播
t

…
り
牛
匪
沼
の
給
H

u
紬
某
日
ハ
の
拾
〓

川
‖
・
宜
牛
溝
日
日
八
の
拾
日
、
1
7
リ
▲

重
度
▼

刷
日
蝕
逆
目
及
び
ハ
乙
逆
目
の
川
引

閤
所
得
税
の
規
梢
控
除

㈱
中
里
は
‖
通
販
用
川
輪
日
動
車
の
物

日
…
悦
免
税

m
そ
の
他

こ
の
ほ
と
、
一
日
兼
手
数
料
入
り
が
改
正
さ
れ
、
上

月
．
臼
か
ら
一
日
籍
の
牌
、
抄
本
の
下
敷
料
は
、
枚

数
に
関
係
な
く
．
適
に
つ
き
．
一
∩
）
0
円
に
な
り
ま

す
。
改
J
さ
れ
る
手
数
料
の
お
も
な
も
の
は
、
碓

記
の
と
お
り
で
す
。

戸
籍
の
牌
、
抄
本
等
を
郵
便
で
1
州
課
さ
れ
る
と

き
は
、
必
ず
現
金
乃
留
か
、
郵
他
局
の
左
裾
小
わ

持
で
f
数
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
定
柚

小
的
伴
は
行
目
㍍
i
l
位
の
送
金
に
仲
利
て
、
千
川
山

卜
の
送
金
の
場
合
料
金
は
わ
ず
か
十
日
て
す
か
ら

f
軽
に
利
用
て
き
ま
す
。
な
お
、
郵
他
切
r
て
手

数
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
て
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
“


